
受講生のみなさまと共に                姜 明淑 
 

４月の開校から、ミレは受講生の方と共に歩んできました。振り返ると、やるべきことに追 

われながらひたすら突っ走ってきた９ケ月でした。教室では授業をし、通信の課題やテープ 

には語りかけ、必勝講座やオープンスクールのときには遠方にも足を運びました。「こうすれ 

ば韓国語を習得できる」という学習法をなんとか伝えたくて、未熟ながらも精一杯させていただきました。 

ですが、刺激を受けたのは私の方でした。みなさまの真剣な姿、学習に対する姿勢にいつも感動しています。

また、ご意見やご感想のおかげで改善するべき部分が見えてきました。 

まさに受講生とスタッフが熱い想いを交換し合いながら、ミレは形作られていると思います。「韓国語」を通じて

つながり、夢を語り合いながら楽しく学習できるミレ。これからも愛され、役に立つ学院であるために、今後の課

題と向き合っていきたいと考えております。 

全ての講座で、受講生のみなさまが「ミレ効果」を実感できるように精一杯がんばりますので、本年もよろしく

お願い申し上げます。 

 

앞으로도 여러분께 더욱 발전된 모습을 보여드릴 것을 약속드립니다. 

새해에도 변함없는 관심 부탁드리고 건강과 행운이 늘 함께 하시길 기원합니다. 
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 昨年 4月より開講した本校ですが、会員数も 200名を超え、順調な滑り出しとなりました。これも皆様の温かい

ご理解がありましたおかげと思っております。ありがとうございます。 

 今年は、２年目。正念場と心得、さらに精進してまいりたいと思います。今後ともご理解、ご支援のほど、お願

い申し上げます。 

 

出会いと感謝の一年          学院長 前田 真彦 
 

21 年間勤めてきた中学校をやめて韓国語教室を立ち上げると決心して、辞表を出

したのが 2009年 11月 30日。堺たばこ会館に入居を決めたのが 12月 28日。正月は

ミレの構想を練り、ＨＰとリーフレットを作成しました。ミレの思いを伝えるためにはリー

フレットだけでは不足と、小冊子の原稿を書き始め…。3月1日からは、学校の勤務が

終わってから、ミレに立ち寄り、小冊子やリーフレットの送付を始めました。1 日で 70

通の案内を送った日もありました。 

４月１日にはささやかながら開校式。姜明淑さんと、試行錯誤の毎日でした。 

そのような中、答案にお手紙を添えていただけるのが何よりの励みでした。涙が出そうになるくらいうれしいメ

ッセージをたくさんいただきました。ありがとうございました。 

必勝講座、オープンスクールにご参加くださった方、教室のみなさん、通信講座のみなさん、本当に多くの

方々と出会い、励まされて、怒濤のような 1年を乗り切ることができました。 

この場を借りてお礼申し上げます。정말 감사합니다！  

スタッフの頑張りにも感謝しております。誠実なスタッフが多いのもミレの自慢です。 

ミレには整備しなければならないことがたくさんあります。実現させたい新しい企画もたくさんあります。 

2011年は、感謝の気持ちを忘れずに、スタッフとともに楽しく溌剌と頑張ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 


